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話の内容話の内容

• グランドデザイン策定までの経緯

• グランドデザインについて

• 医療分野の情報化の現状と課題

• 日本HL-７協会への期待



グランドデザイン策定までの経緯グランドデザイン策定までの経緯



e-Japan重点計画e-Japan重点計画

– 医療分野の情報化を進め、サービスの質の向上、効
率化を進めるとともにITを活用し、遠隔医療等新たな
サービスニーズへの対応

– 高齢者・障害者が使いやすい情報通信機器・システ
ムの開発・普及を通じ、全ての人にやさしいバリヤフ
リー環境の整備

– このため医療分野のIT化を推進



e-Japan重点計画e-Japan重点計画

– 多様で質の高い医療サービスの提供や効率化を行う
ため、電子カルテをはじめ様々な医療情報の電子化
の推進、遠隔医療の推進

– レセプトの審査・支払いの電算化等について普及方
策、普及目標等を定めた医療分野のIT化に関する戦
略的なグランドデザインを２００１年度早期に作成する。



e-Japan重点計画の追い風となっている２つの流れe-Japan重点計画の追い風となっている２つの流れ

• 聖域なき構造改革の流れ

• 医療制度改革の流れ



聖域なき構造改革聖域なき構造改革

• 経済財政諮問会議

• 産業構造改革・雇用
促進本部

• 総合規制改革会議



経済財政諮問会議
（議長　小泉内閣総理大臣）

経済財政諮問会議
（議長　小泉内閣総理大臣）

• 平成１３年６月　「閣議決定」

• 医療機関経営の近代化
　医療サービスのIT化の推進、電子
カルテ、電子レセプトの推進により、
医療機関運営コストの削減を推進
する。



産業構造改革・雇用促進本部
（議長　小泉内閣総理大臣）

産業構造改革・雇用促進本部
（議長　小泉内閣総理大臣）

• 平成１３年６月　「本部決定」

• 医療改革と新たな医療市場の創出
– 電子カルテ・レセプト電算システムの普及など
医療分野のIT化の推進について保健医療情
報システム検討会で検討し、今年度早期に戦

略的グランドデザインを策定する。

– 一層のIT化を医療機関へ働きかけ、インフラ
整備を進める。



総合規制改革会議
（議長　宮内義彦）

総合規制改革会議
（議長　宮内義彦）

• 平成１３年１２月　「第一次答申」

• 具体的施策
– IT化の推進による医療事務の効率化　　　　　　
医療の標準化・質の向上

–カルテの電子化、用語・コード・様式の標準化
–複数の医療機関による患者情報の共有
– EBMの推進



医療制度改革試案
今後の我が国の医療の目指すべき姿

医療制度改革試案
今後の我が国の医療の目指すべき姿

1. 患者の選択の尊重と情報提供

２．質の高い効率的な医療提供体制

３．国民の安心のための基盤づくり



保健医療分野の情報化にむけての
グランドデザイン

保健医療分野の情報化にむけての
グランドデザイン



グランドデザイン骨子グランドデザイン骨子

• はじめに

• 医療の将来像を踏まえた医療の課題とIT化

• IT化で５年後に医療がどう変わる

• 医療情報システム構築の戦略

• 保健医療福祉総合ネットワーク化への展開



医療情報システム構築の戦略医療情報システム構築の戦略

• 電子カルテの普及目標

–平成１６年度までに
　　　全国の二次医療圏において、少なくとも　

　　一施設は電子カルテの普及を図る

–平成１８年度までに
　　　全国の４００床以上の病院の６割以上　　
　　全診療所の６割以上



医療情報システム構築の戦略医療情報システム構築の戦略

• レセプト電算処理システムの目標

–平成１６年度までに
　　　全国の病院レセプトの５割以上に普及

–平成１８年度までに
　　　全国の病院レセプトの７割以上に普及



保健医療福祉総合ネットワーク化への展開保健医療福祉総合ネットワーク化への展開

1. 健康づくり・疾病予防
• 地域・職域健診データベース化

　　→　健診と医療との情報の相互利用　

2. 介護と医療

3. 医薬品・医療材料
• 医薬品総合情報ネットワークの構築

　　→　医療情報システムでの参照

• 医療材料物流サプライチェーン構想

　　



アクションプランアクションプラン

1. 医療における標準化の促進

2. 情報化のための基盤整備の促進

3. モデル事業展開
4. 情報システム導入・維持費の負担軽減

5. 理解の促進



医療における標準化の促進医療における標準化の促進

• 用語コードの標準化

• 標準化に対する信頼の確立、情報交換規
約の標準化

• 診療報酬制度との整合性



電子的情報交換のための
用語・コード・様式の標準化（１）

電子的情報交換のための
用語・コード・様式の標準化（１）

• 産業界を中心に情報交換規約の標準化の策
定が進んでおり、医療情報交換の互換性確保
のため今後５年間は下記の規約を標準装備と
した製品を普及推進する

– 「医療機関で電子的に情報交換する際の標準的な
規格」の方向性として下記の標準実装を目指す

1. HL7ver2.4以降およびHL7ver.3(XML形式）
2. DICOM規格



電子的情報交換のための
用語・コード・様式の標準化（２）

電子的情報交換のための
用語・コード・様式の標準化（２）

• IHE-Jとして、電子カルテシステムにおけ
る標準規格（HL-7,DICOMなど）利用の
ガイドラインづくりがユーザー、ベンダー
の連携のもとに進められている。画像検
査部門を中心としたガイドラインを平成１
４年度末に完了し、その成果を全部門へ
拡張できるように検討を進める



医療分野の情報化の現状と課題医療分野の情報化の現状と課題



グランドデザイン策定その後グランドデザイン策定その後

• e-Japan重点計画
– 「e-Japan２００２プログラム」の加速・前倒し

• 総合規制改革会議
– 「規制改革推進３か年計画」

• 自民党医療基本問題調査会
– 「医療制度改革推進ワーキンググループ」









情報化支援施策情報化支援施策

• 平成１２年度
　　　情報システム導入補助金

• 平成１３年度
　　　電子カルテネットワーク化推進事業

　　　電子カルテ導入補助金

• 平成１４年度
　　　電子カルテネットワークモデル事業



日本のIT化の現状
電子カルテ導入の状況

日本のIT化の現状
電子カルテ導入の状況

稼働中 開発中

計画中 予定なし

　　導入の障害

– 導入費が高額
　　　（６７．２％）

– 医療機関のメリットがわ
かりにくい

　　　（１７．８％）

２００１年７月　日本病院会調査（対象７５２病院）

１．１％ ３．３％

２５．９％

６９．７％







日本HL-7協会への期待日本HL-7協会への期待



医療情報標準化の背景
川真田技術委員会副委員長

医療情報標準化の背景
川真田技術委員会副委員長

• 医療：医師が全ての医療行為や患者情報を掌握した時代から、チーム医療、
病診連携、遠隔診断、地域医療、在宅医療、外部委託へと変貌

• 情報：医師個別のカルテで十分であった時代から、分業化と連携やインフォー

ムドコンセントが進むにつれ、標準化と客観化の重要性の認識

• 標準：情報が共有化されるためには、ある約束ごとで、客観的に記述され、記

録伝達されなければならない。この約束事が、標準や規格である。

• マルチベンダー化：システムメーカーに於いても、一社全ての業務システムを

カバーすることは困難。効率的なシステム開発のため、標準化が必須。

　医療にかかわる情報は自己完結型から広域化・共有化

　情報システム基盤は、データベースとネットワーク



HL-7を使うメリット
「HL-7医療情報標準化規格－その概略ー」より

HL-7を使うメリット
「HL-7医療情報標準化規格－その概略ー」より

　　　HL-7を使用すると、一から始める必要がなくなり、
かなり高いレベルのインターフェイスを容易に用いるこ
とができる。HL7は異種情報システムの統合時にその
真価を発揮する。

　　　しかしこれは、HL7が情報交換に関するすべての問
題を即座に解決可能である、という意味ではない。実
際にインターフェイスを実装する前に、各医療機関や
システムの間で数多くの取り決めを行う必要がある。
経験的に言って、取り決めをすることは、その後、技
術的な事柄を細かく申し合わせることより難しい。
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